





















































































































考える人為 （例えば， テルトゥリアヌス， クリュソストモス， アウグスティヌ




































はなく ， 自発的に服従する。 この愛には限界がない。 「心をつくし．精神をつく



















































か」とたずねた律法学者に， イエスは， 「三人のうち（つまり祭司， レビ人， サ
マリヤ人のうち）だれが強盗に襲われた人の隣り人になったと思うか」とたず
























































































































































































































































































































































































































































































































































lungZ()llikOn, 1938, 19392､ 以下KD~I/2.. と略記する。KD.I/2., 398.
Cf-, ローマ2:6, 13,第一コリント3:13, 16: 10,第二コリント5: 10, >jJ･ラテヤ6:
3ff.,エペソ2: 8ff.
KD~I/2~ , 403.









































































































KarlBarth-DiEKircﾉl"蛾fJD噌加α"た､ 1V/2. Zurich:EVE-Verlag, 1955, 19642
以ﾄ.KD.IV/2. ' と略記する。
Cf. .KD.IV/2., 829.パルトはこの関係を指示する聖句として， 力'ラテヤ5:6,第・コ
リント 13: 13,ローマ13: 10をあげている。






































































て)， もはや二つのことではなくて，一つのことなのである」 (KD.IV/2., 879)｡
KD~IV/2.,882､ 「彼は愛す『べきだ」 というのではない。彼は愛することを「ゆるさ






























なたは愛する「であろうl」 とL，うことが生じる」 (KD､1V/2. , 887)｡
KD.IV/2, 883f.



















































































ある。 しかし， ここで特にI愛」の名を挙げ， 『愛」につL､て記さなければならな､、
のは， この前後関係において大切なことが，本質的・永続的なキリスト教的「行為」
そのものを,あの様々な本質的でなく一時的なキリスト教的働きに対して,対照的に
示すということだからである」 (KD.IV/2.,830)。
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